
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 
実現に向けて 

実現化方策 
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■実現化方策 
 
 
都市計画マスタープランは、下図に示すように、新しいまちづくりの方向性を示す指針を基
に総合的なまちづくりの指針を示すものです。その指針に基づき、各まちづくり分野における
計画、さらには新たな国際的な目標に沿って定めた「小松市ＳＤＧｓ未来都市計画」が連携・
整合を図りながら、各分野・地域別の構想・計画を具体的なまちづくりとして展開していきま
す。 
今後も市民や事業者、行政がそれぞれの役割を踏まえ、「小松市 市民協働指針」等に基づき、

「共創によるまちづくり」を基本姿勢とした「まちづくりの推進体制」を充実させていきます。 
 
 
 
 
 
 
  

中心市街地の活性化 / 公共交通ネットワークの構築 / 道路整備の推進 / 
歴史的な街並み・美しい環境の維持・形成 / 水辺の環境保全・親水空間整備 / ・・・ 等 

■ まちづくり推進の考え方

小松市都市デザイン NEXT10 年ビジョン 

新しいまちづくりの方向性を示す指針 

総合的なまちづくりの指針 

都市計画マスタープラン 
・土地利用の方針 
・市街地整備の方針 
・交通施設整備の方針 
・公園・緑地整備の方針 
・河川・汚水処理整備の方針 
・自然環境保全及び都市環境形成の方針
・景観形成の方針 
・都市防災の方針 

各まちづくりの分野における計画 

小松市住宅マスタープラン 

具体的なまちづくり

小松市立地適正化計画 

小松市地域防災計画 

小松市緑の基本計画 

小松市景観計画 

小松市地域公共交通構想 

等 

等 

連動

共創によるまちづくり

小
松
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画

連動

連動



９７ 

 

   
 
 
市民と協働して共創によるまちづくりを進めるには、市民一人ひとりが互いに尊重し、認め

合い、自分たちがまちづくりの主役であるという認識と自覚を持ち、自らまちづくりに参加・
参画していくことが大切です。 
自らができることで一人ひとりが集まり、みんなで活動することで、より効果的に市民協

働・共創によるまちづくりを進めることができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■ 共創によるまちづくり 

共 創

地域コミュニティ

市民活動団体 行  政 

・住民相互の親睦と連携 
・地域の伝統文化の継承 
・次世代への担い手の育成 
・地域協議会の設立 

・専門性、柔軟性を発揮した地域課題の解決
・個人の自己表現や社会参画の機会の提供
・市民活動の促進・拡大 
・NPO法人の設立など組織の基盤強化 

事 業 者 

・市民協働の機会の提供 
・市民協働の考え方や方針の周知 
・多様な市民が主役となるまちづく
りの支援 

・地域活動への参加、地域社会との
調和 

・地域活動や社会貢献活動しやすい
環境の整備 

○まちづくりの担い手の育成の支援 
・小松市・金沢大学ＳＤＧｓプラットフォーム（仮称）など、大学や企業等と連携した教育プロ
グラムの創設などによる、まちづくりの担い手の育成 

○条例や各種支援制度等の制定・活用 
・条例による地域のまちづくりなどを推進するための体制づくり 
・地域のまちづくりアドバイザーの派遣制度などによるきめ細かなまちづくりの支援 

○民間活力の有効活用 
・まちづくり会社等との協働や、取組への支援による賑わいの創出 
・公園・緑地の民間活用のルール化による、多様な市民ニーズに対応できる事業の推進 

○専門家の組織化 
・様々なまちづくりの推進（空き家対策など）に向けた専門家の組織化 

具
体
的
な
取
組 
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実現化にあたっては、本計画と各まちづくりの分野の計画及び事業を一体的・総合的に進め

て行くことが重要であり、掲げている基本目標の達成状況がより分かりやすいように、６つの
基本目標ごとに関連する指標を設定して進捗管理を行います。 
このため、各関係課が所管する計画・事業の達成が基本目標の実現に結びつくように評価項

目と実現度指標、目標値を設定し、共有します。それらを関係課で構成する幹事会や都市計画
審議会等で評価・検証する体制を整え、ＰＤＣＡサイクルにより、着実な推進を目指します。 
（※実現度指標等は、各関係課と連携して達成度の評価する際に活用するものであり、参考資料とします。） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

Ｃ：進捗の検証、 

成果の把握 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ａ：計画・事業の見直し

（都市計画審議会へ諮問）

 

■ 都市計画マスタープランの管理と見直し

2019 年 
Ｐ：計画策定 

2025 年（短期目標）
北陸新幹線小松開業後 

2030 年（中間目標）
概ね 10 年後 

2040 年
概ね 20 年後

Ｄ：各分野の施策や事業の実施

2035 年 
 

Ｐ：立案、Ｄ：新たな各分野の施策や事業の実施

NEXT10年ビジョン 

北陸新幹線開業に 
向けた事業 

新たなまちづくりのビジョン

Ｃ：各まちづくりの分野における計画と連動した指標の設定による進捗の検証、
成果の把握（関係課との連携） 

【立地適正化計画、小松市地域公共交通構想、小松市緑の基本計画 など】 

上位構想 

都市マス 

関連計画 

都市マス

本編 
進捗の検証、 
実現度の把握

 

計画の見直し（Act） 
概ね 20 年後（2040 年）を目標に、
計画の中間段階となる概ね 10 年後
（2030 年）に見直し 

Plan：全体構想、地域別構想等の立案 

 

Do：各分野の施策や事業の実施 

 

Check：関係課と連携した進捗の検証、成果の把握 

 

Act：関連計画の進捗、成果を踏まえた計画・事業の見直し 

P 

D 

C 

A 

 

進捗の検証・成果の把握（Check） 
概ね５年サイクルを基本に、進捗状
況の検証や成果の把握を行い、必要
に応じて適宜計画の見直しを実施 

都市マス資料編 
基本目標 実現度指標 
①・・・ ・・・・・ 
②・・・ ・・・・・ 
③・・・ ・・・・・ 
④・・・ ・・・・・ 
⑤・・・ ・・・・・ 
⑥・・・ ・・・・・ 
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